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業 績 予 想 の 修 正 に 関 す る お 知 ら せ  

 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成１８年５月１５日の決算発表時に公表した平成

１９年３月期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）の中間期に関する業績

予想を下記の通り修正しますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

（１）平成 19 年 3 月期連結中間業績予想の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １９,０００ １,２５０ ７６０

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １９,０５０ １,５３０ ９５０

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ５０ ２８０ １９０

増 減 率 ０.３ ２２.４ ２５.０

（ ご 参 考 ） 前 中 間 期 実 績 １６,９６６ １,１４２ ６０９

（単位：百万円、％） 

 

 

（２）平成 19 年 3 月期中間業績予想の修正（平成 18 年 4 月 1日～平成 18 年 9 月 30 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １７,６１０ ９３０ ５１０

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １７,８９０ １,２６０ ７３０

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ２８０ ３３０ ２２０

増 減 率 １.６ ３５.５ ４３.１

（ ご 参 考 ） 前 中 間 期 実 績 １５,７５４ ８１３ ３７３

（単位：百万円、％） 

 

 

 



 

 

２．修正の理由 

当中間期におきましては、売上高はほぼ当初計画通りの結果を出すことができました。

また、利益面におきましても、製造原価の低減などが寄与して当初計画通りの粗利益を確

保することができました。しかしながら、利益予想が計画を大きく上回る理由は、研究開

発費など販売費及び一般管理費において上期に使用を予定していたもので下期へ繰越すも

のが生じたことなどにより、経常利益および中間純利益は計画を上回る見込みとなったも

のであります。 

 

 

（参考） 

（１）平成 19 年 3 月期連結業績予想（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

通 期 ４１,１００ ４,１８０ ２,７２０ 

（単位：百万円） 

 

（２）平成 19 年 3 月期業績予想（平成 18 年 4 月 1日～平成 19 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

通 期 ３８,４００ ３,３８０ ２,０８０ 

（単位：百万円） 

 

※通期につきましては業績予想の修正はございません。今後業績予想の修正が必要

となった場合は、速やかにお知らせいたします。 

 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

今後様々な要因によって実際の業績は予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


